
　　

学びを結果に変える～速への挑戦

ヨーロッパに伝わる、あのニュートンが使ったとされている「巨人（きょじん）の肩に乗る（立つ）」という言

葉を知っていますか？巨人（今までの歴史や、昔の人たちの知識・知恵）の肩にのると、遠くを見渡せ、

巨人の歩幅ですごい速さで前進（進化）することができるという言葉で、過去の知識を利用しろという教

えです。 
 

考えることはとても大切ですが、君の考えた解き方が実は時間がかかる最悪な解き方で、でも答えが

合っていたら、「これでいいのだ」になると思いませんか？学志館では５秒で決断（長くても考えるのは

３分）としています。算数・数学、理科の計算系や国語の読解、英語の文法などは、丸覚えではなく「な

ぜそうなっている？」と理解しなければいけない学びです。そこで、知らないものを自力で新たに考え

出す、発見するのは非常に時間がかかります。まずは、「あ！それ解き方知っている」「以前解いた、

あの解き方を使ったり、組み合わせて解けないだろうか？」と考えられるレベルを目指しましょう。偏

差値が６０に満たない場合は、考えるよりも「巨人の肩に乗る」ことを優先させ、速く、解き

方を理解→再現→定着→確認できるようになりましょう。 

■速さの目安 

□①４０分で８ページ合格 

□②４０分で６ページ合格 

□③４０分で４ページ合格 

□④４０分で２ページ合格 

□⑤４０分でテストできない 



学びを結果に変える～量への挑戦

お願いです。ぐっと飲みこんで理解してください。君の学力が平均以下なのであれば「わかっていない、

教えてもらえないからできない」のではありません。君の学力が偏差値６０未満なのであれば「難しい

問題が解けないから、それを教えてもらえないからできない」のではありません。ちょっと頑張ったらで

きる問題や、答えを見たら理解できる問題、覚えたらできる問題を速く・正確に解けるようにしていない

からです（一冊のテキストを徹底してやりこむこと）。そして、そのためには量が必要で、量をこなすため

には速（スピード）が必要なのです。ものすごい、オリジナリティ（独創性）あふれる料理を作れるように

なるような「質（効率の良い）」の学習法は置いておいて、まずは、正確に速く包丁で切る練習を始めま

しょう。それが、君ができるようになる最短距離の道です。学志館で一緒にできるようにしていきましょ

うね。 

□パーフェクトテスト 

□８８００問暗記（受験学年） 

□テキストの―２問特訓 

□算数＝分野別１０００、数学＝６００段階式クライミング 


